




















(1) 张三   被      李四  打了。 
張三   BEI     李四  殴る 
   ‘張三が李四に殴られた’                   
                           (Huang 2004) 
 
(2)张三  被      打了。 
 張三 BEI   殴る 
‘張三が殴られた’            
                            （Huang 2004） 
 
(1)いおいて、‘被’に後続する要素は NPである。(2)では bei‘被’ VPであるとそれぞれ
考えられている。 (1)のように bei‘被’の後ろに動作主 NPが生じる構文は長受身構文と呼









(3) 张三  被     土匪  打死了   爸爸。 
 張三 BEI   強盗 殺す   父親 
‘張三が父親を強盗に殺された’        
                           （Huang 2004） 
 
(4) 李四   被   王五  击出了 一只  全垒打 
  李四  BEI  王五  打つ   １つ  ホームラン 
‘李四が王五に１つホンムランを打たれる’  









(5)她 被  人  剪了  头发。 











(6)桔子    被  他 剥了  皮 
オレンジ BEI 彼 抜く 皮。 
‘オレンジの皮が彼に抜かされた。’ 






 (7)  张三  被      土匪  打死了  爸爸 
張三  BEI    強盗 殺す   父親 
‘張三が父親を強盗に殺された’   
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(8) 学生  被  老师  赶出了  学校    
学生 BEI 先生 追い出す 学校 
‘学生が先生に学校から追い出された。’ 
 




(9) 纸门   被   他  踢了 一个 洞。 
紙のドア BEI 彼 蹴る １つ 穴 
‘紙のドアは彼に蹴られて１つの穴を破れた。’ 
 




(10)花  被   他   浇了   水 
  花  BEI  彼   かける  水 
   ‘花が彼に水をかけられた。’ 
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(11)他 被 学校   免了职 
  彼  BEI 学校  クビ。 
 ‘彼は学校にクビられた。’ 
 





















第 5の分析としては、機能詞分析がある。機能詞分析では bei‘被’は１つ独立した BeiP
を形成すると分析される。 




























































































































(1)张三    被      李四  打了。 
   张三   BEI     李四  殴る 
   ‘張三が李四に殴られた’      
 
  (1)のような中国語長受身構文は以下(12)のように派生する。 
 
(12)        IP 
       
           NP          VP 
                 
PP           V’ 
                
P       NP    V      NP 
               
         张三 被      李四  打了    ti 
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態素 bei‘被’を主要部にした PPとして現れる。 
 NP 移動分析により、主題主語はある空範疇、つまり NP 痕跡と同一指標を持つはずであ
るという予測が立つ。以下(13)の非文法はその特性を説明できる。 
 
(13)a.＊ 张三  被    李四  打了  他。 
   張三   BEI     李四  殴る 彼 
    ‘張三が李四に殴られた’  
 
   b.＊张三   被   李四  打了  自己。 
   張三   BEI     李四  殴る 自分 
 ‘張三自身が李四に殴られた’  
 
  c.＊ 张三 被    李四  打了  王五。 
   張三  BEI    李四  殴る 王五 
 ‘張三が李四に王五を殴られた’  
 
 d.＊ 张三  被    李四  来了 他。 
   張三   BEI     李四  来る 彼 
  ‘張三が李四に来られた’  
 












(14) 张三    故意  被      李四  打了。 
   張三    わざと  BEI     李四  殴る 











(15) a.张三  昨天  被  李四  打了  他。 
   張三  昨日  BEI 李四  殴る 彼 
  ‘張三が昨日李四に殴られた’  
 
   b. ＊ 张三  被  昨天  李四   打了  他。 




  c.＊ 被  李四 张三   昨天 打了  他。 





ある。(17b) は PP である「在桌上」‘机の上に’が節を越える事例である。(16b)と(17b)は
中国語で文法的である。 
 
(16)a. 我  跟   张三  很   处得来。 
     私 GEN  張三 とても 仲良し 
  ‘私は張三ととても仲良し。’ 
 
 b.  跟   张三 我   很    处得来。 
      GEN  張三 私  とても  仲良し 
   ‘私は張三ととても仲良し。’ 
 
(17)a. 我  摆了 一盆花  在桌上。 
     私 置き 花   机の上に 
   ‘私は机の上に花に置いた。’ 
 
   b.  我 在桌上   摆了 一盆花  
      私 机の上に  置き 花  










(18) 他  被  李四 骂了  三声，王五  踢了 两下。 






(19)张三  被   李四  关在了    自己  的  家里 


















(20)张三  被  车  撞了. 
     張三 BEI 車 轢かれる 
    ‘張三が車に轢かれた’ 
 
(21)张三  被     撞了. 









(22)＊ 张三 被   车   被   撞了. 
張三 BEI 車  BEI   轢かれる 
  ‘張三が車に轢かれた。’ 
 
(23)＊       VP 
         
        PP    VP 
     
被NP   被   VP 

(24) 张三  叫  车  给  撞了. 
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張三 JIAO 車 GEI 轢かれる 
    ‘張三が車に轢かれた。’ 
 
(25)          VP 
          
        PP      VP 
      
叫 NP 给    VP 

 もう１つの分析は受身標識の bei‘被’が主要部として VPを補部として取り、短受身構
文を構成する分析である。 
 
(26)          Passive P 
            
被VP 
 
短受身構文の VPに[PP bei NP]が導入され長受身構文(27)が形成される。この場合では、同
じ発音の２つの‘被’のうちの１つが同声削除を受ける。 
 
(27)           Passive P 
              
VP 
                  
PP      VP 
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(27)张三 被   李四   在  大家   面前  骂了一顿 
  張三 BEI 李四   で みんな  前   叱る 
 ‘張三が李四にみんなの前で叱られた。’ 
 
(28)＊张三   被  在   大家   面前  骂了一顿 
   張三   BEI で  みんな 前   叱る 







(29) 张三  被  李四   派警察    抓住了. 
   張三 BEI 李四  警察を呼ぶ  捕まる 
   ‘張三が李四の呼んた警察に捕また’ 
 
 (30)＊ 张三  被 派警察    抓住了. 
     張三 BEI 警察を呼ぶ  捕まる 
    ‘張三が（李四の）呼んた警察に捕また’ 
 
 ◯二重地位分析によると、標準語では受身の前置詞は bei‘被’の他に gei‘给’、jiao
‘叫’、rang‘让’もあり、受身標識は bei’被 ’の他に gei‘给’がある。もし受身標識が bei
‘被’である場合、発音が異なるが、「jiao+NP」、「rang+NP」、「gei+NP」は受身標識 bei‘被’
の後ろに現れない。(31)は jiao‘叫’の場合、(32)は rang‘让’の場合、(33)は gei‘给’
の場合である。 
 
(31)＊ 张三   被   叫   车  撞了. 
     張三  BEI   JIAO  車 轢かれる 
     ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
(32)＊ 张三   被  让   车  撞了. 
     張三  BEI RANG 車  轢かれる 
      ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
(33)＊张三  被   给   车  撞了. 
     張三  BEI   GEI  車 轢かれる 
     ‘張三が車に轢かれた.’ 
 




(34)＊ 张三  叫  车 被   撞了. 
     張三 JIAO 車 BEI 轢かれる 
      ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
(35)＊张三 让   车  被   撞了. 
    張三 RANG  車  BEI  轢かれる 
    ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
(36)＊张三   给  车  被   撞了. 
    張三   GEI 車  BEI  轢かれる 
     ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
  二重地位の第二の分析に基づくと受身標識が gei‘给’である場合、前置詞句が gei‘给’
の前に現れることが説明できず。例えば、(40)～(42)は非文法的である。 
 
(37) 张三    被  车  给   撞了. 
   張三   BEI  車 GEI  轢かれる 
    ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
(38) 张三  叫   车  给   撞了. 
   張三 JIAO  車 GEI  轢かれる 
   ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
(39) 张三    让   车  给   撞了. 
   張三   RANG  車 GEI  轢かれる 
     ‘張三が車に轢かれた.’ 
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(40)＊ 张三  给  被  车 撞了. 
    張三 GEI  BEI 車 轢かれる 
     ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
(41)＊ 张三  给  叫  车 撞了. 
     張三 GEI  JIAO 車 轢かれる 
     ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
(42)＊ 张三  给  让   车 撞了. 
     張三 GEI  RANG  車 轢かれる 






(43) 张三  叫   车 撞了. 
   張三 JIAO 車 轢かれる 
    ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
(44)＊  张三 被  叫   车  撞了. 
      張三 BEI JIAO  車  轢かれる 
      ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
 
(45) 张三  让   车  撞了. 
   張三 RANG  車  轢かれる 
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    ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
(46)＊ 张三  被  让   车  撞了. 
     張三 BEI  RANG  車  轢かれる 
     ‘張三が車に轢かれた.’ 
 
 ◯主要部と補部には選択関係があるが、主要部と補部内の adjunct には選択関係がない。
従って、(47)における動詞句の adjunct は受身標識の bei‘被’と関係がないはずである。
「bei+NP」が現れるかどうかは随意的である。 
 
(47)     passiveP 
   
   VP 
           
PP           VP 
     
   被         NP 
 
 しかし、広東語では bei2と bei6がある。bei6は標準語の bei‘被’と同じ振る舞いをす




(48) 佢  俾  老板  闹了 
  彼 BEI2 ボース  叱る 
   ‘彼がボースに叱られた.’ 
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(49)＊ 佢  俾   闹了 
    彼 BEI2  叱る 








(50)张三  被  李四  打了 他   一顿. 
   張三 BEI 李四 殴る 彼  一回 
   ‘張三が李四に一回殴られた.’ 
 
(51)＊张三  被   打了  他  一顿. 
   張三 BEI  殴る  彼 一回 












(1) 张三     被      李四  打了。 
張三    BEI    李四 殴る 




(52)       IP 
      
  NP         …V’
             
V          IP 
                   
NP        …V’ 
                 
V        NP 
                        
  张三 i 被    李四   打了       ei 
‘張三が李四に殴られた’

















(53)张三  说   李四  打了  他。 
張三  言う 李四  殴る  彼 
‘張三は李四が彼を殴ったと言った。’ 
 
(54)＊ 张三  被  李四  打了  自己。 









 Feng (1995)は中国語の受身構文に英語の tough構文に類似した分析を提案したが、その分
析を基盤として Huang (2004)は中国語受身構文(1)に対して、(55)に示すように、空演算子
OP の A’移動を用いる分析を提案した。 
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(1) 张三   被      李四  打了。 
 張三   BEI     李四  殴る 
 ‘張三が李四に殴られた’          
 




(55)          IP 
        
 NP      ...V’ 
             
            V         IP 
                   
NOP        IP 
             
                        NP        ...V’ 
                                 
V          NP 
                                
张三被   OP 李四打了ｔ
    





そこで θ-roleの標示を受けたのちに IP付加して、基底生成された主語 「张三」と叙述関係
を構築する。また、この主語には Experiencerもしくは Agentの θ-roleが与えられる。 
（52）の分析で「张三」は事象を経験する Experiencerであるが、(55)の分析では「张三」
は「李四」に殴られた対象として叙述される。２つの分析でにおける bei‘被’の範疇は異
なる。(52)での bei‘被’は２つの項を取る他動詞であるが、(55)の bei’被 ’は１つの項を取
る自動詞である。ここでは２つの述部、つまり主要述部 bei‘被’と NOP 述部がある。(55)
の分析では bei‘被’が助動詞あるいは軽動詞である。 
 






(56)张三  被   李四  派   警察  抓走了 
張三  BEI  李四  呼ぶ  警察 逮捕 
‘張三は李四が呼んだ警察に逮捕された。’ 
 
（57） 那封  信   我  叫   李四 请   王五 托   他 妹妹  送走了。 











（58）张三   被  我  通知   李四  把  赞美  *（他）  的  书  都   买走了。 
    張三   BEI 私 知らせ  李四 BA  褒める   彼  の  本  全部  
買う。 












(59)这些  事情  不能   被   他们 所  了解 
この  こと ならない BEI  彼ら SUO 知る。 
‘このことは彼らに知ればならない。’ 
 
 以下の(60)のようなは suo‘所’を含む句は関係節の事例である。 
 
(60)小偷  所  没有  偷走 的   那些  书  在  桌子 上 












(61)张三  被  李四  打了 他   一下。 





域内 A’位置要素に束縛されているが、A 位置には束縛されていない。従って、 A’移動分析
では(61)の文法性が説明できる。(62)は(61)と異なり非文法的である。 
 
(62) * 张三   被   李四   打了 他。 
       張三  BEI  李四   殴る 彼  






(63)?? 李四  打了 他   的  那个人 来了 




(64)李四  打了  他  一下  的  那个人  来了 






（65） 张三  被  李四  怀疑  （他）  偷了   钱 
   張三 BEI 李四  疑う  （彼） 盗む  金 
  ‘張三が李四に金を盗んだと疑われた。’ 
 
(66)李四  怀疑   （他）偷了  钱   的  那个人  走了 
  李四  疑う   （彼）盗む  金   の あの人  行った。 







(67)张三 被   李四 把   他  骗得  团团转。 
張三 BEI 李四 BA  彼 騙す  振り回す 
‘張三が李四に振り回された。’ 
 
（68） 李四  把 他  骗得  团团转   的  那个人  走了 
       李四 BA  彼 騙す  振り回す  の あの人  行った 

















(69)张三，这件  事   跟 *（他） 没有  关系 





Agent NP の削除は禁止される。 
 
(70)* 张三，  我  是   ——  生气 了。 
     張三、 私 は   ——  怒る。 
   ‘張三、私は怒られた。’ 
 
(71)＊ 李小姐， 我  逼     —  改嫁了。 
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     李さん、 私 無理やりに —  再婚 








（71） 今  兄弟  被   侵， 必   攻   者，廉  也 
     今 兄弟  BEI  侵略  必ず  攻め  者  正直  
     知   友 被   辱，  遂   愁   者，贞  也 













(73) （李子熬） 被   鸣   鹤  吞  之 
       李子熬  BEI  鳴く  鶴 呑む 彼 
    ‘李子熬が鳴く鶴に飲み込まれた。’ 
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(74)a. 张三  被  李四  莫名其妙地 骗走了。 
     張三 BEI 李四  混乱する  誘拐する 
  ‘張三が混乱して李四に誘拐された。’ 
 
  b.  张三 被   李四  在学校  骗走了。 
      張三  BEI  李四  学校で  誘拐する 
‘張三が学校で李四に誘拐された。’ 
 
(75)a.  张三  被  莫名其妙地 骗走了。 
      張三 BEI 混乱する  誘拐する 
‘張三が混乱して誘拐された。’ 
 
   b.*  张三  被   在学校  骗走了。 
       張三  BEI  学校で 誘拐する 









(59)这些   事情  不能    被  他们  所  了解 
この   こと  ならない  BEI 彼ら SUO 知る 
‘このことは彼らに知ればならない。’ 
 
(76)*  这些  事情  不能   被    所   了解 









(61)张三  被  李四  打了  他  一下 




(77)* 张三  被   打了  他  一下 
  張三  BEI  殴る 彼 一回 





(2)张三  被      打了 
 張三 BEI   殴る 








 (78)      IP 
         
 NP        ...V’ 
                
V         VP 
                     
 NP        V’ 
                          
V          NP 
                         
李四 i   被  PROi 打了       ti 
 
          Control        A 移動 









(3) 张三  被   土匪    打死了    爸爸 
 張三 BEI 強盗   殺す    父親 
‘張三が父親を強盗に殺された’        
 
 (3)のような包括的受身構文は (79)のように派生される。 
 
(79)         IP 
        
      NP        ...V’ 
                     
             V          IP 
                       
                    NOP       IP 
                               
 NP       ...V’ 
                                  
 NP         V’ 
                                       
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V         NP 
                                              
     张三 i  被      OPi   土匪   ti  打死了 Proi   爸爸  




 (79)では、動詞「打死」‘殺す’は 「张三」と所有関係を持つ 「爸爸」‘父親’が共に複






 ◯所有者位置や関係節は直接的に移動が適用されないためLeft Branch Condition 




(80)张三  被  他们  看见了  爸爸。 










◯Minimal Distance Principleは、１つのPROやNOPが一番近いC—Commanding NPにコント




（81） 李四  被   我  买走了［［e］ 最    喜欢  的  那本书］ 




 ◯(82)では外部目的語が削除されているので bei‘被’の後ろの IPが不完全である。この
ことは１つの NP-traceが外部目的語の存在を証明する。 
 
（82） 张三  被    警察  囚刑      七年 
     張三 BEI  警察 実刑判決  七年 
 ‘張三が警察に七年を実刑判決された。’ 
 
(83)* 警察   囚刑      七年 














(4) 李四   被   王五   击出了 一只 全垒打 
  李四  BEI  王五  打つ   １つ ホームラン 









(85)           IP 
          
  NP       …V’ 
               
V          IP 
                     
 NP       VP’ 
                          
NP         VP 
                               
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NP      V’ 
                                    
      李四   被     王五 i [e] ti    击出了一只全垒打 
      
Predicate 
  ‘李四が王五に１つホームランを打たれた。’ 
 





































(87)      BeiP 
      
    Bei         vP 
             
v          VP 
                    
V           NP 
 
  Shi(1999)では「受身句の主語は始めは動詞の補語であり、その後移動を通じて表層位置に




作主(Agent)は機能詞 Beiの spec位置に留まれば良いという仮説が立てる。 
 
(87)李平  被  张老师  批评了 
    李平 BEI 張先生  叱る 











(88)      TP 
      
Spec       T’ 
           
T         BeiP 
                
Spec      Bei’ 
                     
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                          
EA          v’ 
                                
V-v        VP 
                                      
V         NP 




 動詞「批评 」‘叱る’はまず被動作主(Patient)「李平」併合してと VP になる、その後に
ｖと併合する。「批评」 ‘叱る’は v に膠着し v’を構成する。Chomsky の理論によると３つ
の核心機能詞は一致素性をもつ。T と v の一致素性は満たされなければならない。解釈不可
能の素性として、一致素性が格一致システムと dislocation 操作の核心に構成する。v の一
致特性以外にもう２つ解釈不可能性の素性がある。１つは vの強名詞特性、もう１つは NP「李
平」の一致素性である。V の一致素性が probe に探査され、NP「李平」の一致素性と一致す
る。残った vの強名詞特性は NPもしくは DPと併合するとされており、(51)の場合は「张老
师」‘張先生’と併合して解釈不可能の素性を削除される。 
 Beiは vPと併合する。Beiも強名詞特性を持つと仮定して、ある XPはその spec位置に移
動しなければならないとする。動作主(Agent)項は Beiの spec位置に移動できないゆえ、李
平は Beiの spec位置に移動して解釈不可能の素性を削除される。 




(89)李平  被   批评了 
    李平  BEI  叱る 


















(90)       TP 
      
Spec       T’ 
           
T         BeiP 
                
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Bei       vP 
                          
                         V-v      VP 
                              
V         NP 




動詞「批评」はまず被動作主(Patient)「李平」と併合して VPを構成する。その後 VPは v
と併合して、’批评’は vに膠着し vPを構成する。受身構文の事例では vは EAは選択しなくて
もよい。この段階では解釈不可能の素性が２つある。１つは vの一致素性、もう１つは NP「李
平」の一致素性である。この２つの解釈不可能の素性が一致して解釈不可能の特性が削除さ
れる。Beiは vPと併合する。Beiも強名詞特性を持つと仮定すると、ある XPはその spec位
置に移動しなければならないとする。「李平」は Beiの spec位置に移動して解釈不可能の素






2.5.1  機能詞分析における間接受身構文 
 
(6)桔子    被   他  剥了  皮 
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(90)       TP 
       
Spec      T’ 
            
   T          BeiP 
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                  
Spec        Bei’ 
                         
            Bei        vP 
                               
EA            v’ 
                                   
V-v        VP 
                                        
NP         V’ 
                                              
V          NP 














の間は the shortest steps condition によって、「桔子」‘オレンジ’が Beiの spec位置に
移動する。そして Tは BeiP と併合して、T の EPP 素性の要求によって「桔子」‘オレンジ’
























































（91）张三    被    那件事   愁死了。 






















(92)         IP 
        
 NP      ...V’ 
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             
            V         IP 
                   
NOP        IP 
             
                        NP        ...V’ 
                                 
V          NP 
                                
张三被   OP 那件事愁死了ｔ
    
     Predication        A’移動 
‘張三があのことで困る’ 
 















(93)    TP 
      
Spec       T’ 
           
T         BeiP 
                
Spec      Bei’ 
                     
Bei       vP 
                          
EA          v’ 
                                
V-v        VP 
                                      
V         NP 






それからｖと併合し、「愁死了」‘あのこと’は vに膠着し v’を構成する。 
 その後、Beiは vPと併合する。Beiも強名詞素性を持つと仮定して、ある XPはその spec
位置に移動しなければならないとする。しかし(93)の場合は「那件事」‘あのこと’は無生物
なので Agentにはなれない。Li(2004)の観点によると Agent項は Beiの spec位置に移動でき
ない。しかし(94)の場合「那件事」‘あのこと’は動作主(Agent)ではない。そうすると、「那
件事」‘あのこと’は Beiの spec位置に移動して、最終的に (94)のような非文法的な文を生
成する。 
 
(94)＊ 那件事   被   愁死了  张三。 
  あのこと  BEI  困る   張三 



















第 4 章 結論 
 
 本論文では、中国語の受身構文に関する先行研究を概観してきた。先行研究において bei’






















(55)         IP 
        
 NP      ...V’ 
             
            V         IP 
                   
NOP        IP 
             
                        NP        ...V’ 
                                 
V          NP 
                                
张三被   OP 李四打了ｔ
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